
東郷町は、名古屋市と豊田市の間に挟まれ

た典型的なベッドタウンで、人口増が続いて

います。近郊都市としての地理的条件の上に、

比較的地価が安価という好条件を、成長のエ

ンジンとして発展してきました。

しかし、全国的に人口減少局面に入った今、

地理的に有利な条件というだけでは、衰退し

ていってしまいます。全国的に人口が半分に

減っていっても、東郷町の人口を維持し、子

どもたちが生き生きと過ごせ、高齢者や障が

い者を支えていけるまちをどうつくっていく

のか、そのことが問われています。

そのためには、地理的有利さだけではなく、

住民に選んでもらえる魅力あるまちをつくっ

ていく必要があります。

東郷町を住み続けたいまちとして「選んで

もらえるまち」とするために、どのようなビ

ジョンを描くのか。

例えば、子どもたちが生き生きと過ごせる
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東郷町のまちづくりビジョンと有機農業

―井俣憲治東郷町長に聞く－

東海自治体問題研究所では、2019年の総会記念講演で関根佳恵先生(愛知学院大学)に

「国連家族農林漁業の10年の取り組み」について講演いただいて以降、三重県伊賀市の愛

農会の取り組み、名古屋市中区の「オアシス21オーガニックファーマーズ朝市村」の取り

組み、岐阜県白川町の「ゆうきはーとねっと」の取り組みを取材し、所報で紹介してきま

した。

今回は愛知県東郷町の有機農業の取り組みについてお話を伺おうと、8月9日(火)に事務

局メンバー3人（原、長谷川、羽間）で東郷町長をお訪ねし、取り組みへの思いを伺いまし

た。東郷町は、2019年度に学校給食に有機食材を導入して以降、有機農業を推進するまち

として全国的にも注目を集めています。しかし井俣憲治東郷町長は、「有機農業ばかりが

突出して注目されているが、有機農業推進は欠かせないパーツではあるものの、まちづく

りビジョンの一つに過ぎず、東郷町をどのように魅力あるまちにしたいのかというビジョ

ン全体に着目してほしい」と強調され、当初１時間の予定を大幅に超過し、２時間近く、

町長の熱い思いをお聞きすることができました。次に、町長のお話と頂いた資料を基に、

インタビューの内容を報告します。

お話しいただいた井俣憲治東郷町長（左側）

子ども、子育て世代に喜ばれるビジョン

東郷町のまちづくりのビジョン



まち、子育て世代に喜ばれるまちにしたい。

≪少人数学校≫

そのために、来年度から全学年35人学級に

します。さらに再来年からは小学校全学年30

人学級をスタートできるよう議論を進めてい

ます。人の手当のめどはおおよそついてきま

した。

≪医療費助成を大学生にまで≫

また、医療費に関しても現在18歳まで入院・

通院無料にしていますが、18歳から20歳まで

は入院無料にし、学生については18歳から24

歳まで入院無料、さらに東郷町に親がいて、

町外の大学にいる扶養している子どもたちの

入院費用も、所得制限なしで無料にしたいと

考えています。

親元を離れた学生たちも在学中に入院とな

れば、下宿代と学費の上に入院費を払わなけ

ればならなくなる。当然入院中はバイトもで

きない。この子たちが、卒業後、東郷町にも

どってきてくれればもちろんうれしいが、大

学で得た知識をもとに日本や世界のどこかで

貢献してくれれば、それでよい。償還払い

（窓口でいったん支払ってもらい、申請によ

り払い戻す仕組み）で、学籍証明書を添付し

てもらう予定です。子どもたちをここで育て

てよかったと思っていただけるように、子ど

もたちもそれが理解できるように。

また、農家さんが相続税対策で建てたアパー

トが、経年劣化してきており、だんだん家賃

を下げざるを得なくなってきている。そうい

う所に大学生を入れようという狙いもある。

東郷町に住めば大学生は入院費が無料になり、

アパートを提供できる。こうしたことが東郷

町選択の理由の一つになるのではないか、と

考えています。

さらに、夏休みには、大学生に小中学生の

勉強も見てもらっています。学校や図書館、

児童館を使って無料で。学生が住み、行政と

つながって連携できるようになれば、空き家

対策にもなるし、子どもたちとの関わり、子

育て、学力支援での連携も前進が可能となり

得、将来の役場の人材になど、いろんなこと

も含めて、選んでもらいたいと思います。

≪全食物アレルギー除去給食≫

全食物アレルギー除去給食（にこにこ給食）

もその一つです。

保育園児と小中学校の児童・生徒5,500人

のうち給食が食べられない子が130人もいま

した。中には牛乳がかかるだけで危険という

ことで、一緒に食事するのもダメという子も

いました。ご家庭で日々の給食の献立に似せ

て弁当を持参していただいていましたが、平

日お母さんの休みを作ろうということで、子

どもたちが持っているすべての食物アレルギー

を排除した給食作りに取り組みました。

130人の食物アレルギーをリストにして、

使える食材を洗いだしました。給食センター

の人は「これだけしかないのですか」と言わ

れたが、これだけあれば作れるので大丈夫と

いうことでお願いしたら、非難ごうごうでし

た。しかし、いざ実施すると、子どもたちや

保護者の皆さんからものすごい感謝の声が寄

せられました。

びっくりしたのが、「うちの子どもが初め

て給食当番ができた」という感謝の言葉だっ

た。給食をみんなで美味しく食べられたとい

うことも大事だが、給食という場で誰かのた

めに仕事することが出来た、それがすごくう

れしかったと言われた。手紙で感謝の言葉を

つづってくる家庭もあった。こうした反響が

ある中で、給食センターの職員も取り組みに

前向きになりました。今、月２回実施しよう

としています。

≪国際化時代の教育の工夫≫

国際化する時代の中で、多様性を尊重する

ということも教えたい。現在、町立保育園に

は、ネイティブの先生が週２回終日一緒にい

て、園児たちと給食も一緒に食べて、会話の

やり取りを行う英語活動も行っている。年少

で入って年長で出ていく頃にはほぼほぼ会話
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ができている。しかし小学校に入ると機会が

なくなるので、オーストラリアのポイントクッ

ク校と、Skypeで交流授業を行っています。

夏にオーストラリアの先生が、直接会いたい

とこちらに来ていただいて、実交流もしまし

た。こういう形で、英語を話す機会を作り、

英語に対する抵抗感をなくすようにしている。

点数よりも、会話できることを重視している。

これも、親御さんに喜んでもらえています。

これもまた東郷町選択を目指すまちづくりの

一つだと考えています。

働く世代が、「ここで子どもを育てたい」

自分の子どもを幸せにしてくれると思う所に

は、多少の困難があっても来てくれると思い

ます。

≪高齢者・障がい者福祉≫

その他、先日新聞にも載ったデマンドタク

シーの取り組みや、来年の1月から実験的に

スタートさせる高齢者の皆さん向けの学校の

取り組みもあります。1時間目は算数、2時間

目は歴史をやり、昼には子どもたちと同じ給

食を食べて、掃除していただいた後に、健康

診断を行う（ここは健康部局が入って実施す

る）。

今、老人クラブの組織率はどんどん落ちて

います。関心がある方に来ていただいて、そ

ういう授業が受けられる。今高齢者の中で

「数独」がはやっていますが、一人でやるの

ではなく、みんなでワイワイやりながら実施

する。こうして、新しい絆づくりができると

いいなあと思っています。

≪そして環境・有機農業≫

こうした東郷町を選んでいただくキーワー

ドの一つとして、「環境」を掲げました。

環境・食・教育・子育て、すべての所で、

町民の皆さんが望んでいること、そして、将

来の東郷町の経営ということを考え、どうし

たら福祉がまわしていけるかという観点で、

将来への投資も含め、やっているものです。

有機農業は、そうしたいくつものイメージに

対するバックキャストの一つとして、考えて

います。

東郷町は都市近郊でありながら緑を多く残

しているという特色があります。農地を保全

することでただ荒れている緑ではなく、手入

れされた緑を残したい。そのことが、景観向

上、魅力向上につながると思います。さらに

は、保水機能などの防災機能の維持などにも

繋がります。

≪有機農業で高付加価値を生む≫

しかし、都市近郊農地には不動産価値があ

ります。資材置き場にしても駐車場にしても、

結構価値がある。このあたりだと駐車場1台

につき5千円ほどなので、20台の駐車場にす

れば月10万円は入ってくる。一方、今米は一

反(約300坪)で8俵(1俵60㎏)ぐらいの収量。

そして1俵の買取価格は1万円。つまり、1年

間田んぼやって8万円。ここから苗代・肥料

代・農薬代など、さらに農機具の償却分を引

くと、いくらも残らない。一方トラクターの

買い替えはちょっといい機種だと1千万円か

かる。トラクターを買い換えたある農家では、

1千万円あれば死ぬまで(次の代も)コシヒカ

リが食べられる、何でこんなものを買うのだ

という話も出た。これが多くの都市近郊農業

の現実だ。北海道や新潟の方の広い田んぼの

エリアはまた違うのかもしれないが、買取価

格はそう違わないので、子どもに農業という

事業を継承できるのかという問題は同じでは

ないか。子どもを高校や大学に行かせるには

年間4～5百万の現金は必要になる。しかし、

10反でも80万円、どれだけやらないといけな

いか、という問題が生じます。

そうした状況の中で、この農地をどうやっ

て維持していこうかと考えた場合に、より付

加価値を上げるか、1反当たりの収量を上げ

るしかない。収量の大幅なアップは難しく

(企業と研究はしているが)、付加価値を上げ
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ることを考えた場合に、オーガニック、なる

べく農薬を使わない、あるいは無農薬の農業

を推進していこう、ということで、始めまし

た。

≪スタートアップとしての学校給食≫

その際、作ったはいいが、買い手(販売先)

を探すことが農家の方は難しい。ならば、ス

タートアップではないが、東郷町の学校給食

を購入先として提供し、皆さんの収益を支え

ます、給食センターで一括購入しますよとい

うことを、農家の方と約束しました。それが、

１期目町長に就任して３日目とか４日目の話

です。

農家の方にとって、有機農業にチャレンジ

することは試行錯誤を要することで、買い取

り先の心配をしないで生産に集中できるとい

うことは、重要なことです。そういう形で、

農地を保全していこうと考えました。

≪有機農業で発揮される多面的機能≫

農地にはもう一つ、ゲリラ豪雨・水害対策

という機能もあります。災害対策については

安全安心課という部署が別にありますが、連

携してもらわないとだめだよ、と言っていま

す。特に、低地における農地はどうしても維

持していきたい。

都市化するには調整池を作らないといけな

いことになっているが、一個作ると億単位の

予算が必要となります。調整池に億のお金を

使うのと、農業に億のお金を使うのとどっち

がいいですか、ということです。その選択の

時に、私はいくつかの効果が発生する有機農

業を選びます。調整池を作るのは安全を維持

するための手段に過ぎません。しかし、有機

農業は、安全を維持しつつ、環境を維持し、

食も守りつつ、生物の多様性も維持して、子

どもたちも喜ぶ。多くのことを達成できる方

がよいに決まっています。

実際、オーガニック給食をはじめた時、保

護者の皆さんはすごく喜んでくれました。評

価を受けるほどやっているわけではないので、

こちらが恥ずかしいぐらいでした。こうした

評価の声を受け、もっと進めていかなければ

いけないと思っています。

もちろん、慣行農業（農薬や化学肥料を使っ

て慣行的に行われている一般的な農業）が悪

いわけではない、慣行農業は一つの選択肢で

す。慣行農業を排除しようとは思っていませ

ん。しかし、慣行農業では生物の多様性の維

持が難しいですし、付加価値をつけようにも、

難しい。付加価値の高いものを作って私たち

が値付けをして、それを買ってもらえるよう

にしたい。実際、東郷町でそういうことをや

るんだったら購入したいという業者さんは出

てきています。

環境という中には、災害も含めた水害対策、

緑地、温暖化の抑制、CO2の排出抑制、生物

の多様性の保持なども含まれているのです。

≪子どもたちの遊び場としての有機農業≫

農作物は、微生物はじめ多様な生物が作っ

てくれた土からできている。人間の手も加わっ

てはいるが、生物多様性の中で作られた土壌

によって生かされている。いろんな生物がい

るから生きていける、ということを学ぶ機会

にもなる。改めて学ばなくても、感じてもら

えるような環境が普通にある、そういうまち

は、選ぶに値するまちとなるのではないでしょ

うか。

田の畔を子どもたちが走り回り、畔の周り

の水が流れるところでオタマジャクシやヤゴ

を見つけられる、そんな環境を残したいと思っ

ています。

≪有機農業で培われる食育≫

東郷町では、有機農家の方の学校訪問、保

育園での有機農業者との交流・自然栽培での

野菜作り、親子有機野菜作り体験などに取り

組んでいます。幼少期の体験は一生の宝物に

なると思います。小さいころから食と農に触

れてもらうことで、食物の大切さや野菜本来

の味を知り、生産者に感謝できる大人になっ

てもらいたいと思って進めています。保育園

2022年9月10日 東海自治体問題研究所所報 NO.452号 ( 4 )



児に収穫体験をしてもらい、その農家さんの

人参が出たときは、完食していました。

また、農家の方も学校で一緒に給食を食べ

ていますから、子どもたちを見かけると農家

さんがオーイと声をかけてくれる。子どもた

ちの行き帰りを見守ってくれる。最近スクー

ルガードマンをつけている学校も多いそうで

すが、まち全体で子どもたちの見守りが可能

になることでしょう。

≪給食センターの努力と協力があってこそ≫

給食の食材については、決められた納入業

者でしか納入できないということがあったた

め、納入業者であったＪＡあいち尾東さんを

通じて納入してもらうことで解決しました。

また、供給量について生産者とすり合わせる

必要があり、毎月生産予定や供給可能量の確

認を行っています。

農家から給食センターには泥付きで持って

きてもらっています。規格についても問題に

していません。曲がっていても大きすぎても

調理してしまえば問題がありませんから。昔

から、四里四方の物を食べていれば病気にな

らないと言われていました。そういう事もあ

り、東郷町では規格は考えていません。

なお、給食センターでは、オーガニックの

給食をとり入れる前に、砂糖もなるべく使わ

ない、甜菜糖や煮切りみりんなどを使用し、

ゼロを目指すように求めました。子どもたち

が健康であれば保護者さんは喜ぶ。そういう

環境も作っていきたいと思っています。

≪有機無農薬米の導入も視野に≫

そして今、来年もしくは再来年には２町歩

ぐらいから有機無農薬米をスタートさせたい

と相談しています。２町歩というと20反です

から、７俵とれたとして７俵×20反で140俵

分を学校給食に入れていきたいと考えていま

す。政府の買取価格の2～3倍くらいの値段で

買い取って、農家さんの所得をあげたいと思っ

ています。私たちからすると、調整池作るよ

り、そちらの方が価値が高いと考えています。

農地を維持しつつ、環境を守り、子どものい

い遊び場を作っていただくようなことができ

るように考えています。

≪有機農業推進からまちづくりへ≫

他の自治体において学校給食に有機農産物

を導入されましたが、外国産有機バナナを購

入したとのこと。私たちとは考え方が違うと

思いました。私たちは、単に学校給食に有機

農産物を入れることだけを施策目的にしてい

る訳ではありません。

繰り返しになりますが、地産地消による農

業支援、防災、環境、生物多様性、全てをひっ

くるめて考えて、施策を組み立てています。

昔は、農家の皆さんが協力して農作業をや

らないと維持できないので、皆で助け合って

いました。その延長線が自治会だったような

気がします。そうしたつながりを大事にして

いきたいということを、役場から発信してい

きたい。防災・防犯でも、昔はみんなが誕生

日になるとその家に上り込んで食事して遊ん

でいた。親同士も酒盛りをしていた。親が体

調壊したら隣の家が子どもを呼んで食事させ

たりが普通にあった。

普通でなくなったのであれば、意識的につ

ながりを作っていかないと、防災・減災のハー

ドルはあがると思う。私たちの子どものころ

は、近所の家の爺ちゃん婆ちゃんがどの部屋

で寝ているかも知っていた。上がり込んで食

べさせてもらったりしていたので…。今は、

災害が起きても、あのうちに爺さん婆さんが

いるかすら知らない。どこに寝ているのかも

わからない。そんな状態でどうやって助ける

んだということになる。

少しおせっかいで、少しクールで、という

距離感。こうしたことは、名古屋市や東京の

ような大都市では難しい。18㎢、4万5千人程

の都市だからできるまちづくり、それをいろ

んなコンテンツ含めて評価していただき、選

ばれるまち、災害の少ない、本当の意味で緑

あふれる、子どもたちの将来を見据えた施策

展開を図っていきたい。
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≪農家や事業者との信頼関係を築く≫

有機農業を進めるためには、誰がやるのか、

どこから担い手を連れてくるのか、どう定着

させるのか、誰が管理するのか、誰が買い取

るのか、給食を超えた分どうするか、全部こ

れ役場の仕事になります。この覚悟がないと、

有機農業を進めることは困難だと思います。

農業を営むには、一定程度の面積を集約化

してあげることが必要。兼業ならいけるかも

しれないが、有機農業は片手間では難しい。

水の管理も必要。ICTを使って支援すること

も検討しているが、土日だけの農業では難し

い。農家でも子育てができて、家族を幸せに

できて、と考えると、いくらぐらいの所得が

必要なのか、そのためにはどのぐらいの面積

が必要なのか、ということを考える必要があ

る。じゃあ面積確保をどうするか、それらを

どう役場が支援できるかを考えています。

例えば有機農業をやりたいと言ってきた人

に対しどうするか、農地を借りるとしても簡

単ではない。先祖代々守ってきたものを誰か

に貸すというのはそう簡単にできるものでは

ない。結局はその人に対する信頼が大事にな

る。じゃあ役場がどう関与するかを検討させ

ている。また、東郷町にも農業法人があるが、

担い手の高齢化が進んでおり、問題解決には

至っていない。私たちの有機農業の戦略では、

法人の皆さんにも入っていただき、何せ古い

方の方が無農薬のコメの作り方を知っている

ので、そういう方々も混ぜながら、野菜につ

いては、いろんな民間スーパーの皆さんとも

連携しながら、やっていきたいと考えていま

す。

そして、産業部署の職員に言っているのは、

有機農業で作った食材は、給食だけでなく、

いろんなお店においてもらう必要がある。高

級なスーパーに営業に行ってこいと言ってい

ます。農家さんは営業に行っている暇はない

ので、職員に営業活動をお願いしている。農

家の皆さんと信頼関係を築いた次は、事業者

さんと信頼関係を築く必要がある。デジタル

の時代に、あえて人と人とのつながりに価値

を置く取り組みを重視している。事件は現場

で起きているので、現場に行こうと言ってい

ます。

米で言うと、先日有機農業の先進地である

千葉県いすみ市へ行ってきました。話を聞い

たら、JALのファーストクラスのコメはいす

み市の米だというのです。しかも、足りない

からもっと作ってほしいと言われているそう

です。しかし、子どもたちの給食用のコメを

回すわけにはいかないので、断っている状況

とのこと。いすみ市さんに数年後れをとって

しまっていますが、有機農業を推進する他自

治体とも情報交換しながら進めていきたい。

≪有機農業の科学に学ぶ≫

このように、私たちも有機農業を進める上

での課題を知っていないといけない。農家さ

んが困ったときに農家の方と一緒に涙流せる

ぐらいにならないといけない。

一昨年農家さんが入院した時には草刈りに

行ったし、いすみ市に行った時には、コメ作

りで虫対策はどうしているのか聞いてきまし

た。

虫対策は、畔の草で調整しているという回

答でした。稲の穂が出てくると、穂に栄養が

行くので、草の部分は栄養価が落ちてまずく

なる。ところがその時に畔の草刈ってあると、

稲しかないのでそちらを食べる。だから、穂

が出始めたら畔は草ぼうぼうにしないといけ

ない。そうすると、虫はそっちに移っていく。

だから、草を刈っていい時期と刈ってはいけ

ない時期がある。百姓ならだれでも知ってい

た。でも、最近の若い者はそういうことすら

知らないとぼやいていました。また、農業は

科学だとも言っていました。土壌を検査して、

ＰＨ値を見て石灰を１反に370㎏投入せよと

指示した。昔は普通にやっていたことだそう

だ。藁を焼いた灰を投入していた。で、それ
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をやったら、以前より収穫できるようになっ

た。だから、農業は科学だと。

農業には科学が必要、頭が悪くてはできな

いという話を子どもたちにしたら、子どもた

ちは、農業やっている人は天才だと言ってい

ました。何のために勉強するのか、というこ

とも子どもたちに伝えられたらと思っていま

す。

≪有機農業に関わる人の知恵を集める≫

そして、今年度から、オーガニックビレッ

ジ推進事業を始めました。有機農家、大学教

授、流通関連団体等で構成された各組織から

有機農業振興のための取り組みについて、意

見を集約しながら有機農業推進計画を策定し、

対外的に公表することで、オーガニックビレッ

ジ宣言を行っていく予定です。

≪町長が交代しても有機農業推進

を継続できる仕組み≫

さらには、条例づくりも進めたいと思って

います。トップが変わることによって施策が

変わる可能性がありますが、条例を制定する

ことによって、農家の方がそんなことに振り

回されないようにしてあげたい。5年10年と

土を育ててきた方に、それ捨てろということ

がないようにしてあげないといけない。有機・

無農薬でやりましょうと農家の方々にご協力

いただいて、子どもたちとも人間関係作って

いただいているようなことを、どっかのタイ

ミングでポンと切るようなことにはしたくな

い。

そのために僕らができることとして、条例

化があると思う。有機農業を進めるには一定

時間がかかる。それは、首長の任期で設定さ

れていない。首長は役に立たんと４年で切ら

れることもあるが、農家にとっての４年は、

４回しか田植えができないということ。それ

ではいけないと思う。私が居なくなっても職

員たちはきっとやってくれると思うし、それ

ぐらい成長していると実感しています。

私はもともと金融機関にいたのでよくわか

るのですが、企業は30年で淘汰される。だか

ら、企業にとってはその中でどう変化してい

くか、ということが大事になる。しかし、役

場だけ、変化することを嫌っているように見

えました。変化する前の世の中では、役場の

従前のやり方は喜んでいただけていたのだと

思う。ところが世の中が変わってきているの

に、役場が変わっていないので、世の中のニー

ズと乖離してきている。今いる役場の人たち

は、役場はそんなものだと思っていましたが、

30年前50年前役場が喜ばれていた時代から、

変わっている。乖離してきたから、「お役所

仕事」という言葉をいただくようになった。

そのことを理解してもらい、追いつく、これ

しかないと思ってやってきました。

職員には、今までやってきたことをコツコ

ツこなすということではなく、しっかりとし

たビジョンを持って、そのビジョンを役場全

体で共有し、そのビジョンに向けてバックキャ

ストで仕事をしよう、とハッパをかけて

きました。

そのために、町長室の前のホワイトボー

ドには、ビジョンの全体像の手書き概要

図を示し、自分たちの施策がどこに位置

づいているのか、何をしているのかを意

識してもらうようにしています。縦割り

意識を取り払い、自分の部署の仕事が遅

れているとよその部署に迷惑がかかると

か、自分たちが全体を引っ張っているん
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魅力ある職員たちと二人三脚で



だというような、意識付けをして

います。

そして、明確な目標に向かって

手順を考えるようになると、障害

があっても、次善の策を考える発

想になる。だから、常々目標に近

づくために、プランＡだけでなく

Ｃぐらいまで考えるようにと言っ

ている。従来の積み上げ方式だと

プランＡしかないので、これがだ

めだとずっと止まっている。

職員の人間力も大事です。職員が、

一人の人間としての魅力を高めてほしい。5

時15分に帰って一人でゲームをするのではな

く、まちを歩いてみたり、こんなことできる

んじゃないかとふと考えるとか。もちろん休

んでもらうのが大事だが、いろんなところで

気付きが持てる時間として、休暇を活用して

ほしい。

それは、仕事人間になれということではな

くて、私たちは生活に密接に関わる仕事をし

ているので、一生活者としてこれあったらい

いのにとか、あるはず。言われたことをやる

処理係になってしまってはだめで、魅力ある

役場もすごく大事だと思う。

一つだけ良いまちというのはないので、施

策の一つが動きだすと全体が良くなっていく。

ぜひ、魅力ある職員になってほしい。

僕の所に職員がレクチャーしにくるが、そ

れで誰が幸せになるの、この事業のどこに愛

があるの、誰に対する愛情があるの、という

ことを必ず聞くようにしています。ひねりが

足りないとか、施策の影響が２個ぐらいしか

ないなとか、注文をつけています。

そいうこともあって、職員も、これをあげ

ても必ず町長からケチつけられるから、何と

かぎゃふんと言わせようと努力しています。

僕も負けてられないので、しっかり勉強して

いる。プラスになることをそれぞれが出し合っ

ていると感じます。職員も、ずいぶん気概を

持ってきたと、私は評価しています。

（文責：原卓郎）
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